
別紙様式２ 
(用紙 日本産業規格Ａ４縦型) 

 

高知工科大学環境理工学群の名称の変更について（届出） 
 

令和４年４月１日 

 

文 部 科 学 大 臣  殿 

 

高知工科大学   

学長 磯部 雅彦   

 

このたび、下記の事項について、学校教育法施行令第 26 条第１項の規定により、別紙書類を

添えて届け出ます。なお、学則については、全文をホームページ上で公表しており、添付を省略

します。 

 

記 

 

環境理工学群の名称の変更（令和５年度入学生から理工学群） 

 

 



変更の事由及び時期 

 

令和５年４月１日 

 

文 部 科 学 大 臣  殿 

 

高知工科大学   

 学長 磯部 雅彦 

 

「変更の事由（名称変更）」 

現在の環境理工学群という名称について、「理工学の発展により地球環境への負荷を十分

に考慮したものづくりに寄与する」という意味が込められている。アドミッションポリシー

においても「環境に配慮した製品開発・商品開発や持続可能な社会の構築をけん引するよう

な、先端的な科学技術に精通した人材を目指す」という一文がある。本学群開設から今日ま

で、この目標を達成するため、理工学という幅広い分野の中でも、主として自然科学分野の

教育・研究・社会貢献を展開し、気象分野や環境分野についてはこれらを補完する目的でカ

リキュラムに組み入れている。これから先もこの状況に変わりはなく、日々の学群運営に邁

進するものである。 

前述のとおり本学群は「自然科学分野」を柱とし、教育・研究・社会貢献を展開している。

このことについては、大学案内やホームページ等により広く周知徹底に努めてきた。しかし

ながら、近年の受験生の本学群志望理由書を確認すると、「気象分野、環境分野」を主とし

て学びたいという高校生が増えている。在学生については、オリエンテーションや個別面談

等で本人の希望に近い「学び」を提供できるよう履修等指導を行っているが、入学時点での

学部名称による勘違いについては、根本的な解決には至っていない。この問題を完全に解消

するためには、学部名称の変更が必要である。 

上記理由により学群名称は変更するものの学群の目標、養成する人材像、教育課程等に変

更はなく、令和５年度以降においても現在と同様の教育・研究・社会貢献を展開し、理工学

の発展に寄与するものである。 

 

「変更の時期」 

本件の名称変更については、令和５年度入学生から適用するものであり、当該学生につい

ては、新名称「理工学群」で学生募集を行う。在学生（令和５年度において２～４年生）に

ついては、当事者及び社会の混乱を回避する観点から、当該学生が卒業するまで環境理工学

群の名称を継続して使用し、環境理工学群の名称で学位を授与する予定である。このことに

ついて、各年度スタート時のオリエンテーションやホームページ等で説明を重ね、必要に応

じ、学生のみならず学資負担者についても、説明文書等を郵送するなどの対応を検討してい

る。これにより、在籍中の学生の教育・研究に影響を及ぼすことなく、スムーズな名称変更

が可能であると考えている。 



＜高知工科大学学則 新旧対照表＞ 
新 旧 

 

第１条から第２条 （略） 

 

第２節 組織 

（学群、学部及び大学院） 

第３条 本学に、学群、学部及び大学院を置

く。 

２ 本学の学群、学部、学科、入学定員及び収

容定員は、次のとおりとする。 

区分 

１年次の

入学 

定員 

３年次

の編入

学定員 

収容 

定員 

システム工学群※

１ 
170 ４ 688 

理工学群※１ 90 ３ 366 

情報学群※１ 100 ３ 406 

経済・マネジメン

ト学群※１ ※２ 
160 － 640 

合  計 520 10 2100 

※１ 学群には、専攻を置く。 

※２ 経済・マネジメント学群には、総合経

済・マネジメントコース（入学定員 130
名）、数理経済・マネジメントコース（入学

定員 30 名）を置き、２コース内に専攻を置

く。 

３ 本学大学院の研究科、入学定員及び収容定

員は、次のとおりとする。 

研究科名 
入学 

定員 

収容 

定員 

工学研究科 

基盤工学専攻 

前期２年

の課程 
150 300 

後期３年

の課程 
25 75 

（学群、学部及び大学院の目的） 

第３条の２ システム工学群は、機械工学、電

気電子工学及び建築土木工学の専門分野を中

心とし、さらに各専門分野の連携や融合を目

 

第１条から第２条 （略） 

 

第２節 組織 

（学群、学部及び大学院） 

第３条 本学に、学群、学部及び大学院を置

く。 

２ 本学の学群、学部、学科、入学定員及び収

容定員は、次のとおりとする。 

区分 

１年次の

入学 

定員 

３年次

の編入

学定員 

収容 

定員 

システム工学群※

１ 
170 ４ 688 

環境理工学群※１ 90 ３ 366 

情報学群※１ 100 ３ 406 

経済・マネジメン

ト学群※１ ※２ 
160 － 640 

合  計 520 10 2100 

※１ 学群には、専攻を置く。 

※２ 経済・マネジメント学群には、総合経

済・マネジメントコース（入学定員 130
名）、数理経済・マネジメントコース（入学

定員 30 名）を置き、２コース内に専攻を置

く。 
３ 本学大学院の研究科、入学定員及び収容定

員は、次のとおりとする。 

研究科名 
入学 

定員 

収容 

定員 

工学研究科 

基盤工学専攻 

前期２年

の課程 
150 300 

後期３年

の課程 
25 75 

（学群、学部及び大学院の目的） 

第３条の２ システム工学群は、機械工学、電

気電子工学及び建築土木工学の専門分野を中

心とし、さらに各専門分野の連携や融合を目



新 旧 
指した研究に取り組み、これを教育面にも反

映させることで広い視野を持って社会に貢献

できる人材を養成することを目的とする。 

２ 理工学群は、環境科学、生命科学、ナノ科

学を中心として、融合領域を含む教育、研究

を行い、科学技術、自然環境の有機的なつな

がりを理解できる広い視野と倫理を持って活

躍する人材を養成することを目的とする。 

 

３ 情報学群は、情報通信技術の基礎から応用

に至るまでの分野に加えて、メディアや人間

などに関わる学際領域までを教育、研究の対

象とし、広く次世代の情報技術を担える人材

を養成することを目的とする。 

４ 経済・マネジメント学群は、多様な価値観

により社会を俯瞰的に捉え、経済学、経営学

などの基礎知識を有することで社会経済にお

ける諸課題を分析し理解し、或いは統合して

活用することで社会システムを設計しマネジ

メントできる知恵を持ち、高度なマネジメン

ト能力を実践できる人材を養成することを目

的とする。 

５ マネジメント学部は、文理融合的な経営分

野における教育、研究を行い、社会における

多様な組織のマネジメントに必要な専門知識

に加え、豊かな人間性と新しいビジネスニー

ズに応える能力を持った人材を養成すること

を目的とする。 

６ 大学院工学研究科は、工学系の広い専門分

野にわたる領域を融合し、総合的な教育、研

究を行い、科学技術の発展に貢献できる高度

研究者、高度技術者を養成することを目的と

する。 

 
第４条から第５７条の３ （略） 
 
第３節 卒業の認定及び学位 
 
第５８条から第５９条 （略） 
 

指した研究に取り組み、これを教育面にも反

映させることで広い視野を持って社会に貢献

できる人材を養成することを目的とする。 

２ 環境理工学群は、環境科学、生命科学、ナ

ノ科学を中心として、融合領域を含む教育、

研究を行い、科学技術、自然環境の有機的な

つながりを理解できる広い視野と倫理を持っ

て活躍する人材を養成することを目的とす

る。 

３ 情報学群は、情報通信技術の基礎から応用

に至るまでの分野に加えて、メディアや人間

などに関わる学際領域までを教育、研究の対

象とし、広く次世代の情報技術を担える人材

を養成することを目的とする。 

４ 経済・マネジメント学群は、多様な価値観

により社会を俯瞰的に捉え、経済学、経営学

などの基礎知識を有することで社会経済にお

ける諸課題を分析し理解し、或いは統合して

活用することで社会システムを設計しマネジ

メントできる知恵を持ち、高度なマネジメン

ト能力を実践できる人材を養成することを目

的とする。 

５ マネジメント学部は、文理融合的な経営分

野における教育、研究を行い、社会における

多様な組織のマネジメントに必要な専門知識

に加え、豊かな人間性と新しいビジネスニー

ズに応える能力を持った人材を養成すること

を目的とする。 

６ 大学院工学研究科は、工学系の広い専門分

野にわたる領域を融合し、総合的な教育、研

究を行い、科学技術の発展に貢献できる高度

研究者、高度技術者を養成することを目的と

する。 

 
第４条から第５７条の３ （略） 
 
第３節 卒業の認定及び学位 
 
第５８条から第５９条 （略） 
 



新 旧 
（学位） 
第６０条 卒業した者には、次の区分に従い、

学士の学位を授与する。 
   システム工学群   学士（工学） 
   理工学群      学士（理工学） 
   情報学群      学士（情報工学） 
   経済・マネジメント学群 

  学士（経済学又はマネジメント学） 
２ 学位に関する事項については、高知工科大

学学位規程の定めるところによる。 
 
第６１条から第８３条 （略） 
 
附 則 （略） 
 

附 則 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行

する。 

２ 令和４年度以前に環境理工学群に入学し

た学生については、理工学群とあるのは、

環境理工学群と読み替える。 
 

別表第１［第２９条関係］ 

区分 

学群及び学部※１     大学院※１ 

システム工学群 

理工学群 

情報学群 

経済・マネジメ

ント学群 

修士課程 

(長期履修

学生を含

む) 

博士後期

課程 

検定

料 
30,000 円※２ 30,000 円 

入学

料※

３ 

300,000 円 
300,000 円

※４ 
300,000 円 

授業

料 
年額 535,800 円 

年額

535,800 円

※５ 

年額

535,800 円 

（学位） 
第６０条 卒業した者には、次の区分に従い、

学士の学位を授与する。 
   システム工学群   学士（工学） 
   環境理工学群    学士（理工学） 
   情報学群      学士（情報工学） 
   経済・マネジメント学群 

  学士（経済学又はマネジメント学） 
２ 学位に関する事項については、高知工科大

学学位規程の定めるところによる。 
 
第６１条から第８３条 （略） 
 
附 則 （略） 
 
 
 

 

 

 

 

 

別表第１［第２９条関係］ 

区分 

学群及び学部※１     大学院※１ 

システム工学群 

環境理工学群 

情報学群 

経済・マネジメ

ント学群 

修士課程 

(長期履修

学生を含

む) 

博士後期

課程 

検定

料 
30,000 円※２ 30,000 円 

入学

料※

３ 

300,000 円 
300,000 円

※４ 
300,000 円 

授業

料 
年額 535,800 円 

年額

535,800 円

※５ 

年額

535,800 円 



新 旧 

※１：マネジメント学部及び工学研究科に所

属する学生の平成２１年度以降の授業料は、

従前の例に関わらずこの表による。 

※２：一般選抜の場合は 15,000 円とする。 

※３：入学を許可された学生又は当該学生の

配偶者若しくは一親等の親族で、入学手続完

了日の６ヶ月前から引き続き高知県内に住所

を有することが住民票又は戸籍謄本等で確認

できる者の入学料は 150,000 円とする。 

※４：本学学群、学部から引き続き修士課程

に入学した場合又は本学卒業生若しくは修了

生が長期履修学生として修士課程に入学する

場合は、入学料を免除する。 

※５：長期履修学生の授業料は、学期ごとに

履修登録した単位数に 33,000 円を乗じた額と

する。 

 
別表第２ （略） 
 

別表第３［第４８条及び第５７条関係］ 

 卒業に必要な単位数  

  

人文・

社会 

科学等

科目 

自然

科学 

等科

目 

専門科目 

工学

系 

共通

科目 

専門基礎

科目 

・専門発

展科目 

・専攻領

域科目 

システム工学

群 
10 12 14 60 

理工学群 10 10 14 60 

情報学群 12 16 8 60 

経済・マネジ

メント学群 
17 17 － 60 

 科目一覧 （略） 

 

別表第４及び第５ （略） 

 

※１：マネジメント学部及び工学研究科に所

属する学生の平成２１年度以降の授業料は、

従前の例に関わらずこの表による。 

※２：一般選抜の場合は 15,000 円とする。 

※３：入学を許可された学生又は当該学生の

配偶者若しくは一親等の親族で、入学手続完

了日の６ヶ月前から引き続き高知県内に住所

を有することが住民票又は戸籍謄本等で確認

できる者の入学料は 150,000 円とする。 

※４：本学学群、学部から引き続き修士課程

に入学した場合又は本学卒業生若しくは修了

生が長期履修学生として修士課程に入学する

場合は、入学料を免除する。 

※５：長期履修学生の授業料は、学期ごとに

履修登録した単位数に 33,000 円を乗じた額と

する。 

 
別表第２ （略） 
 

別表第３［第４８条及び第５７条関係］ 

 卒業に必要な単位数  

  

人文・

社会 

科学等

科目 

自然

科学 

等科

目 

専門科目 

工学

系 

共通

科目 

専門基礎

科目 

・専門発

展科目 

・専攻領

域科目 

システム工学

群 
10 12 14 60 

環境理工学群 10 10 14 60 

情報学群 12 16 8 60 

経済・マネジ

メント学群 
17 17 － 60 

 科目一覧 （略） 

 
別表第４及び第５ （略） 
 

 




